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２．新委員紹介 
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健康福祉部長あいさつ 

  

委員の互選により会長を白澤委員、副会長に平中委員を選出した。 

 

（１）平成２７年度山陽小野田市保健事業概要（以下「保健事業概要」

という。）について 

資料１(保健事業概要）の説明 

 意見、質問等ないか。 

 保健事業概要７頁の乳幼児健康診査実施状況において１か月児、３か

月児などといった区分ごとの有所見率が掲載されているが、本市の数値

は全国もしくは県内他の市町と比べてどうか。 

今、手元に資料がないため、後日回答をする。 

保健事業概要１１頁の（２）その他の健康相談の実施状況におけるそ

の他の相談者延数が減少しているのは何か理由があるのか。 

 平成２４年度までは、２名体制で健康教育と併せて健康相談を実施し

ていた。併せて実施すると、健康相談に時間がかかるため健康教育にか

ける時間が減少してしまった。血圧計を所持している家庭が増えたこと

やかかりつけ医にて定期的な健康相談を受けている方が増えているこ

とを鑑みて、健康教育を中心に行うよう切り替えたため相談者延数が減

少という形になった。ただし、現在も健康教育終了後に希望者に対して

健康相談を行うようにしている。 

昨年がん検診のパンフレットの改正は実施されたのか。 

実施した。子宮がんと乳がんのクーポン事業にて行い、受診率も上昇

した。 

 保健事業概要１２頁の医師の講演会について、平成２６年度は回数が

２回となっているが、医師会の方ではもう少し回数を行っているはずだ

が。 

 １２頁に掲載しているのは、市から医師会に依頼したものだけを掲載

している。医師会主催のものについては掲載していない。 

 保健事業概要１６頁の平成２６年度がん検診精密検査受診結果にお

ける要精査検査率について、本市の数値は他の市町と比べてどうか。 

 他の市町と比べて特別に率が高いということはない。がんには各々特

徴があるため、すべてのがんの平均値を出すわけにはいかない。各々の

がんによって、他の市町より少し高い、低いはある。 

 保健事業概要２２頁の健康づくり計画推進事業における予算はどの

くらいあるのか。 

 健康フェスタにて１０万円、各部会の活動費として約９万円の予算

を確保している。 

会計報告は行っているのか。 

総会にて会計報告は行っている。 

 保健事業概要５頁の新規の事業として幼児食にむけてのステップア
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ップ教室が取り組まれている。６月１８日（木）に第１回目が行われて

いるが、参加人数はどのくらいいたのか。 

参加人数は約２０名であった。 

最近男性の独居が増えていると感じる。独居の男性は料理ができな

い、料理に携わることがないという方が多い。そういった男性が病気に

かかると治療食の実践もなかなか難しい。治療食の実践の前段階である

男性の料理教室などを取り入れるよう今後考慮してもらいたい。 

各校区の公民館にて男性の料理教室は毎月行われている。しかし、そ

ういった男性の意識を変えていかないとなかなか参加数は増えていか

ない。家に引きこもっている男性をいかに参加していただくかをまず考

えていかないといけないと思う。市からも男性の料理教室のＰＲをし

て、参加を促してほしいと考えている。 

  

（２）歯科保健の現状と取り組みについて 

 資料２の説明 

 意見、質問等ないか。 

   ２．平成２６年度山口県子どもの歯科保健統計における（１）う歯の

ない人（永久歯）の県内市町比較について、う歯のない小中学生の率が

高い市町と本市とのフッ素の実施率の違いを確認することができるか。

実際、フッ素を塗布することで、う歯の罹患率の改善できているという

データもある。 

 確認することはできる。 

 確認することができるのであれば、データなどで分析することができ

ると思う。 

 他の歯科医師会では、学校でのフッ化物洗口を行っているところも多

い。予算が厳しいかもしれないが、データなどを用いて、実施できるよ

う進めて欲しい。 

 う歯のない中学生の率が高い２つの市町について調べたところ、一方

の市町では、フッ化物応用を市町事業として行っているが、もう一方の

市町では行っていないようだ。 

フッ素以外の方法で、う歯の罹患率の改善策はないか。 

 学校の保健委員会の中では、親の意識を高めないといけないという意

見が挙がっている。こちら側の立場としては、冊子を渡すなどして意識

改善に努めるしかないと思う。 

 親の意識が低い家庭における子どもは歯が悪いことが多く、親の歯も

悪いことが多い。親の意識を高めるのはなかなか難しく、簡単には答え

が出ないものである。例えば、学校単位でう歯がある子どもについて、

治ると終了証明書を出すなどして、もう少し管理徹底をする方向にもっ

ていかないと難しいのが現状だと思う。 

 意識を高めるために、今年度から広報に写真付きで「歯っぴぃキッズ」

として掲載をし始めた。 

 乳幼児からの習慣が大事になってくるのかなと思う。私には孫がいる
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のだが、娘が孫を押さえてまで歯磨きをしている。そのおかげか、現在

孫にはう歯がない。子どもが乳幼児の頃から、親の指導を受けることで

意識づけができ、習慣的に大人になっても継続することができるのでは

ないかと考える。 

 育児学級では、まだ歯が生えていない子どもをお持ちの親に対して、

歯磨きのやり方の講話を行っている。また、１歳６ヶ月児健診では、歯

科衛生士が子どもを泣かせてでも、押さえつけて歯磨き実技を行ってい

る。 

 皆様が意見を述べられているように親の教育は本当に大事だと思う。

１歳６ヶ月では大丈夫だったのに、３歳６ヶ月で急にう歯ができる子も

多く見られる。 

また、子どもが大きくなったから仕上げ磨きを行っていないとか、１

歳６ヶ月の段階では子どもが嫌がるから押さえつけてまで歯磨きをし

たくないとかが見受けられる。そういった場合は、う歯ができて後で痛

い目を合わせた方がいいのか、長時間も歯磨きをするわけではないか

ら、たとえ泣いても嫌がっても押さえつけてでも歯磨きを行ったほうが

いいのではないかといった指導をしていってもらいたい。 

 それと、質問なのだが、幼稚園や小学校、中学校において給食後の歯

磨きは全校実施されているのかどうか。 

 小学校は全校行っていると聞いている。 

 

（３）その他  

健康づくり計画 健康フェスタについて 

健康づくり計画表・概要版・資料３の説明 

 第６回 SOS健康フェスタについて 

 第６回 SOS健康フェスタは平成２７年１１月１５日（日曜日）に開催

を予定している。今回は規模を拡大し、会場は従来使用していた市民館

と新たに隣の市民体育館を使用する。また、市誕生１０周年記念事業と

して、盛大に開催したいと考えている。 

意見、質問等ないか。 

（意見、質問等なし） 

 

次回開催予定 １０月２２日（木曜日） １８時００分～ 

        小野田保健センター 

 


